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　　　　アマゾンに載っています。Ｋｉｎｄｌｅ（電子図書）もあります

今の政治は、この本の言うことと正反対です。国会議員のみなさんはもちろん、官僚の皆さん、大会社の幹部の皆さん、にぜひとも読んでいただきたいと思います。
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１９９５年。そのころは自民党と日本社会党、新党さきがけの３党の連立内閣。こういう素晴らしい本が書かれて、教科書としても使われていたことは知りませんでした。将来にわたって村山内閣が遺した大きな功績ではないでしょうか。今の安倍関係者がみたら目をむきそうな、そしてこの本を無きものとするに違いない。しかも、その著者名は「文部省」。連立なので、当時の自民党もＯＫしたはず。この本に書かれている民主主義に対する今の自民党と安倍政権の意見をぜひとも聞きたいものです。
この本はよく考えた著作で大作だと思います。２０年前の本ですが、今の状況を予測したかのように、情報隠しや改ざん、マスコミによる宣伝などについても、よく書いてあります。必読書だと思います。

筆者も、いろいろ勉強して、こういうものを書こうとしていました。科学技術の思考方法を使って、いい社会をつくるための、みなさんにわかりやすい解説を書いてみようと思っています。その努力はこれからも継続しますが、まずは、上記の本をぜひ読んでいただくようにおねがいします。　　　　　２０１８．３．　　星　屑

追記

おそらく、安倍政権は、本来の自民でもなく、保守でもないのだと思います。戦前回帰主義とでも呼ぶべきものなのでしょう。それに多くの国会議員がだくだくと追従していることが、信じられないことです。

多くの大衆から選ばれたことを第一優先で考えない国会議員は失格です。最近の言動を見ていると、現政権を支持している議員は、自分が議員でいられること、首相兼党総裁に従うこを第一優先で考えているに違いないと思いますが、どうなのでしょうか。自分の主義主張を捨てて選挙に勝つことしか考えないのは間違っています。党内で出世しようと考えることも間違っています。第一優先とすべきは大衆の平和と生活向上であり、たとえ自分の党の党首でも、誤っていると思ったら、ためらわずに批判すべきです。当選前には元気よくそういう発言をしていた議員が沢山いるのに、そういう発言が聞こえてこないのには、きっとなにかあるにちがいないと思います。最近の前川氏の特別講義に何する陰湿な質問（いやがらせ）を見れば、想像できます。でも、そのような圧力やマインドコントロールに負けない人だと思われたから国会議員に選んでくれたはずなのです。国会議員のみなさん、自己保身の心を捨てて、本当に大衆のためになる政治を、そして、もしかすると自分は犠牲になる行動をしてください。

―――――――――――――――――――――――――
大事だと思うところを部分抜粋で、下記に示します。第１章の最初の節から。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
多く の 人々 は、 民主主義 とは 単なる 政治 上 の 制度 だ と 考え て いる。 民主主義 とは 民主政治 の こと で あり、 それ 以外 の 何もの でも ない と 思っ て いる。
しかし、 政治 の 面 からだけ 見 て い た のでは、 民主主義 を ほんとう に 理解 する こと は でき ない。 政治 上 の 制度 として の 民主主義 も もとより たいせ つ で ある が、 それ よりも もっと たい せつな のは、 民主主義 の 精神 を つかむ こと で ある。 なぜ なら ば、 民主主義 の 根本 は、 精神的 な 態度 に ほかなら ない からで ある。 それでは、 民主主義 の 根本 精神 は なん で あろ う か、 それ は、 つまり、 人間 の 尊重 という こと に ほかなら ない。
各人 が 自分自身 の 人格 を 尊重 し、 自ら が 正しい と 考える ところ の 信念 に 忠実 で ある という 精神 なので ある。
だから、 民主主義 は、 議員 を 選挙 し たり、 多数決 で 事 を 決め たり する 政治 の やり方 よりも、 ずっと 大きい もの で ある。 それ は、 適用 さ れる 範囲 が 非常 に 広い もの で あり、 したがって、 外面 に 現われたその形は、時により、ところによって変化する。しかし、その根本をなしている精神は、いつになっても、どこへ行っても変わることはない。
しかし、 民主主義 の 仮装 を つけ て のさばっ て 来る 独裁 主義 と、 ほん もの の 民主主義 とを はっきり と 識別 する こと は、 きわめて たいせ つ で ある。 いかに むずかしく ても、 できるだけ それ を やっ て み なけれ ば なら ない。


















